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鳩
摩
羅
什
（
ク
マ
ー
ラ
ジ
ー

ヴ
ァ
三
四
四
ー
四
一
三
）
は
中

国
の
人
で
大
乗
教
典
の
経
典
編

纂
者
の
一
人
で
す
。

　

特
に
仏
説
阿
弥
陀
経
を
翻
訳

し
た
の
で
有
名
で
す
。
西
域
の

ク
チ
ャ
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
七

歳
で
出
家
し
、
九
歳
で
カ
シ
ュ

ミ
ー
ル
に
赴
い
て
小
乗
仏
教
を

学
び
、
一
切
経
有
部
の
教
学
を

学
び
ま
す
。
十
二
歳
で
ク
チ
ャ

に
戻
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
既
に
名
声
は
広
く
知
れ

渡
っ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

　

そ
の
後
大
乗
教
典
に
出
会

い
、
小
乗
を
捨
て
大
乗
に
転
向

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
中
論
』『
百
論
』
を
誦
し
『
般

若
経
』
を
読
誦
し
て
大
乗
の
奥

義
を
極
め
た
の
で
す
。
そ
の

後
、
不
慮
の
事
態
に
会
い
、
不

遇
の
十
八
年
を
過
ご
し
た
の

ち
、
後
泰
の
姚
興
が
後
涼
を

討
っ
て
、
長
安
に
迎
え
入
れ
ら

れ
た
の
は
四
〇
一
年
の
こ
と
で

し
た
。

　

そ
の
後
、
十
年
間
に
三
百
巻

を
超
え
る
訳
出
が
な
さ
れ
た
の

で
す
。
そ
の
半
数
は
『
中
論
』

の
中
観
論
書
が
訳
出
さ
れ
た
意

義
は
大
き
か
っ
た
と
言
わ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
、
阿
弥
陀
経
に
「
極

楽
浄
土
」
と
出
て
参
り
ま
す

が
、
阿
弥
陀
仏
が
そ
の
本
願
を

成
就
し
て
実
現
し
た
世
界
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
世
界
を
鳩
摩
羅
什
は

「
安
楽
」
と
か
「
安
養
」
と
釈

語
を
使
っ
て
い
ま
す
。
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
で
は
「
楽
の
あ
る
と

こ
ろ
」
と
あ
り
ま
す
。
教
典
編

纂
者
た
ち
の
描
い
た
、
壮
大
で

華
麗
な
理
想
世
界
と
し
て
の
概

念
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
浄
土
思
想
は

イ
ン
ド
に
お
い
て
広
く
展
開
し

た
形
態
を
残
し
て
い
ま
す
。
そ

の
過
程
も
し
く
は
発
展
の
中

で
、
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
へ

流
伝
し
た
浄
土
教
、
し
た
が
っ

て
善
導
と
も
深
い
関
わ
り
を
持

つ
「
観
無
量
寿
経
」
が
上
げ
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

こ
の
翻
訳
は
劉
宋
の
薑
良

耶
舎
（
カ
ー
ラ
ヤ
シ
ャ
ス
、

三
八
三
ー
四
四
二
）
で
、
か
の

善
導
大
師
も
こ
の
釈
文
を
引
い

て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き

ま
し
た
。
経
典
の
内
容
は
以
下

の
通
り
で
す
。

　

父
母
を
殺
そ
う
と
す
る
阿
闍

世
王
の
母
、
韋
提
希
の
求
め
に

応
じ
て
、
釈
尊
が
ま
ず
極
楽
往

生
の
た
め
の
三
種
の
福
徳
（
三

福
）
を
示
し
、
つ
い
で
阿
弥
陀

仏
と
そ
の
極
楽
世
界
を
観
想
す

る
十
三
種
の
観
法
を
詳
説
し
、

さ
ら
に
極
楽
に
往
生
す
る
た
め

の
九
種
の
在
り
方
（
九
品
往

生
）
を
三
種
の
観
法
の
形
で
説

き
、
合
わ
せ
て
十
六
観
に
よ
っ

て
極
楽
往
生
思
想
を
高
揚
さ
せ

た
も
の
で
す
。

（
住
職
）

鳩く

摩ま

羅ら

什じ
ゅ
うと
阿
弥
陀
経

そ
し
て
観
無
量
寿
経
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上
の
表
は
令
和
三
年
度
の
年

回
法
要
に
当
た
る
死
亡
年
を
表

し
た
も
の
で
す
。

　

年
回
法
要
は
祥
月
命
日
の
当

日
か
、
そ
れ
よ
り
早
め
に
お
勤

め
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。
ま

た
二
十
三
回
忌
と
二
十
七
回
忌

を
併
せ
て
二
十
五
回
忌
に
お
勤

め
さ
れ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

　

亡
き
人
の
報
恩
を
忍
び
、
家

族
・
親
類
が
仏
前
に
集
い
、
仏

縁
を
通
し
て
仏
教
の
教
え
を
戴

き
ま
し
ょ
う
。

回・忌 死　亡　年 回・忌 死　亡　年

１周忌 令和２年（2020年） （23回忌） 平成11年（1999年）

３回忌 令和元年（2019年） 25回忌 平成９年（1997年）

７回忌 平成27年（2015年） （27回忌） 平成７年（1995年）

13回忌 平成21年（2009年） 33回忌 平成元年（1989年）

17回忌 平成17年（2005年） 50回忌 昭和47年（1972年）

　

今
年
も
残
り
あ
と
わ
ず
か
と

な
り
、
恒
例
の
除
夜
の
鐘
が
目

前
に
迫
っ
て
来
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
年
度
の
除
夜
の

鐘
は
北
海
道
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
及

び
、
警
戒
ス
テ
ー
ジ
３
（
札
幌

市
は
ス
テ
ー
ジ
４
）
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
中
止

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

十
二
月
三
十
一
日
午
後
十
一

時
三
十
分
頃
、
御
住
職
の
第
一

打
、副
住
職
の
第
二
打
に
続
き
、

合
計
百
八
打
の
鐘
を
打
た
せ
て

令
和
三
年
度
　

年
回
法
要
表

い
た
だ
き
ま
す
。

　

夜
空
に
響
く
鐘
の
音
に
、
過

ぎ
し
一
年
の
思
い
と
来
年
の
希

望
が
交
差
す
る
清
ら
か
な
瞬
間

で
す
。

　

毎
年
一
月
九
日
に
慧
林
寺
に

て
新
年
交
礼
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
令
和
三
年
度
の

新
年
交
礼
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
為
、
中
止

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

毎
月
九
日
十
日
の
定
例
法
座

は
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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婦
人
会
だ
よ
り

　

去
る
十
月
三
十
一
日
、
令
和

二
年
度
慧
林
寺
婦
人
会
報
恩
講

並
び
に
会
員
物
故
追
悼
法
要
が

厳
修
さ
れ
ま
し
た
。
御
生
前
、

聴
聞
に
は
げ
ま
れ
婦
人
会
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
を

偲
び
お
参
り
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、
三
月
に
得
度
し
ま
し

た
大
智
へ
婦
人
会
か
ら
薄
紫
の

五
條
を
頂
き
、
お
披
露
目
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
住
職
に
御
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
後
、
本
山
よ
り
本

多
良
広
氏
（
Ｓ
ｈ
ａ
：
Ｌ
ｉ
）

に
よ
る
法
話
ラ
イ
ブ
が
あ
り
ま

し
た
。

　

終
了
後
、
総
会
に
移
り
、
決

算
報
告
、
監
査
報
告
に
続
き
次

年
度
の
婦
人
会
行
事
予
定
な
ど

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
十
一
月
〜

令
和
元
年
度
十
月
ま
で
の

物
故
者
会
員

・
福
島　

淑
江

・
雨
下
ト
シ
子

・
丸
山
ア
サ
ヱ

○
婦
人
会
費

　

年
四
回
、小
冊
子
『
さ
く
ら
』

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
年
　
二
五
〇
〇
円

　

新
会
員
の
参
加
を
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。
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編
集
後
記

　

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外

出
自
粛
に
よ
り
、
季
節
を
感
じ

る
行
事
が
尽
く
中
止
と
な
り
寂

し
く
感
じ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
不

安
な
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
皆

さ
ま
お
身
体
に
気
を
付
け
て
お

過
ご
し
下
さ
い
。

◉
声
明
講
習
会

　

十
二
月
九
日
（
水
）

　
一
月
十
日
（
日
）

　
二
月
九
日
（
火
）

　

午
前
十
一
時
よ
り
一
時
間
程

度
練
習
致
し
ま
す
。

　

二
十
五
日
の
婦
人
会
定
例
の

前
に
も
自
習
と
な
り
ま
す
が
声

明
講
習
が
ご
ざ
い
ま
す
。

◉
お
み
が
き
の
お
手
伝

い
は
あ
り
ま
せ
ん

◉
維
持
費
・
管
理
費

の
納
入
の
お
願
い

　

御
門
徒
の
皆
様
に
は
厳
し
い

経
済
状
況
の
中
、
寺
の
健
全
運

営
に
御
理
解
・
御
協
力
を
賜
り

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

毎
年
、
維
持
費

　
年
　
九
〇
〇
〇
円

　

浄
蓮
堂
（
納
骨
壇
）
を
お
持

ち
の
方
に
は
管
理
費
と
し
て

　
年
　
五
〇
〇
〇
円
　

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
令
和
二
年
度
納
骨
堂
管

理
費
が
未
納
の
方
に
は
郵
便
振

替
用
紙
を
同
封
し
て
あ
り
ま

す
。

　

恐
れ
入
り
ま
す
が
今
年
度
中

に
納
入
下
さ
い
。

◉
年
末
年
始
の
休
み

　

十
二
月
二
十
九
日
か
ら
一
月

四
日
迄
、
月
参
り
は
お
休
み
と

さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

　

休
み
期
間
中
の
月
忌
参
り
の

御
門
徒
様
に
は
日
に
ち
を
変
更

し
て
お
参
り
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

尚
、
祥
月
・
年
忌
法
要
等
の

臨
時
法
要
に
は
お
伺
い
致
し
ま

す
。

先
祖
は
自
分
の
中
に

　

生
き
て
い
る

　

先
祖
の
徳
に
感
謝
し
よ
う

便
利
な
世
の
中
な
の
に

　

不
便
を
感
じ　

　
　
　

心
貧
し
い
私

人
生
上
り
坂
も
ま
さ
か

　
　

下
り
坂
も
ま
さ
か

　

平
坦
な
の
は
よ
り
ま
さ
か

お
寺
の伝道

掲
示
板
か
ら


